
SDGs宣言
モノづくりプロ集団としてアサヒ精機は次の3点を2030年までの持続的な経営の指標として掲げ、
これからも私たち従業員と、顧客、地域社会と共に進みます。そして従業員の技術取得と成果の証と
して、2030年までに公益な技術賞取得をめざします。

２０２２年１２月

×

①経営環境の変化に対応をできる人材育成

②技術の伝承

③技術を生かした新分野への進出

経営の指標

◆ 事業継続の土台再整備

事業の持続性と適正利益の確保のため、以下の事項にとりくみます

・技能集団としてのスキル向上と後継者の育成

・技術と伝統の承継のために毎月全従業員参加型研修を実施

・２０３０年までに新規に１分野へ進出し、事業化する

◆ 働きやすさと働きがいの両立

創業以来地域、従業員、顧客と共に歩んできた当社は２０３０年の未来に向けて、

その連携をより強化します

・働きやすさと働きがいを実感できる職場づくりを進め、女性従業員を増やす

・製品の安全性と品質管理を向上させる

◆ 現在と未来の技術者のための環境整備
金属加工のプロ集団である社会的責任を自覚し、２０３０年に向けた新たな

ステージを目指します

・切削液の回収と再利用100％を目指し、 廃棄対策と水質改善を実現し、

職場環境を改善する

・責任ある原材料調達を徹底し、地球環境保全に寄与する

・工場内のLED普及率100％を実現

SDGsの達成に向けた具体的とりくみ
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